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正誤表 

第３章 ＡＬＭを踏まえた基金運用に係るポートフォリオの構築 

訂正箇所 誤 正

71ページ
 上から 10行目

A－Sの方が B－Sよりも B－Sの方が A－Sよりも

71ページ
 上から 11行目

A－Sの方が B－Sよりも B－Sの方が A－Sよりも

71ページ
 上から 12行目

A－Sの方が B－Sよりも B－Sの方が A－Sよりも

71ページ
 上から 14行目

評価損益額は 評価損益額の差は

71ページ
 上から 16行目

A－Sの方が B－Sよりも B－Sの方が A－Sよりも

71ページ
 上から 21行目

・その結果、・・・
＜箇条書きにせず、前の文章に続

ける。＞

71ページ
 上から 23行目

以上の結果から、減債基金 B-S
の方が A-S よりも優れているこ
とが確認される。

以上の結果から、利金収入と評価

損益でみると減債基金 B-S の方
が A-Sよりも優れているが、金利
リスクは高いことが確認される。


